
『部会および研究会設置(継続)趣意書』 

 

(社)計測自動制御学会 

部会・研究会委員長殿 

(部会研究会事務局宛) 

2011 年 11 月 18 日 

受付番号(記入しない)： 

 

部会および研究会の名称 

(日本語名)： 社会基盤システムにおける分散意思決定のためのシステム制御調査研究会 

(英語名)： Research Committee on Distributed Decision Making for Large Scale Social Systems 

 

発起人(正会員 10 名程度以上)： 

__(氏名) 平田研二 (所属) 長岡技術科学大学 

__(氏名) 小島千昭 (所属) 東京大学 

__(氏名) 佐々木智丈 (所属) 富士通研究所 

__(氏名) 東 俊一  (所属) 京都大学 

__(氏名) 飯野 穣  (所属) （株）東芝 

__(氏名) 石井秀明 (所属) 東京工業大学 

__(氏名) 石川将人 (所属) 大阪大学 

__(氏名) 内田健康 (所属) 早稲田大学 

__(氏名) 蛯原義雄 (所属) 京都大学 

__(氏名) 太田快人 (所属) 京都大学 

__(氏名) 加納 学  (所属) 京都大学 

__(氏名) 甘蔗寂樹 (所属) 東京大学 

__(氏名) 郭 海蛟  (所属) 東北学院大学 

__(氏名) 黒谷憲一 (所属) 富士電機 

__(氏名) 児島 晃  (所属) 首都大学東京 

__(氏名) 小林俊介 (所属) 住友金属工業 

__(氏名) 薄 良彦  (所属) 京都大学 

__(氏名) 津村幸治 (所属) 東京大学 

__(氏名) 殿村 修  (所属) 京都大学 

__(氏名) 橋本英明 (所属) NTT 環境エネルギー研究所 

__(氏名) 畑中健志 (所属) 東京工業大学 

__(氏名) 服部将之 (所属) ダイヘン 

__(氏名) 羽根冬希 (所属) 東京計器 



__(氏名) 早川朋久 (所属) 東京工業大学 

__(氏名) 永原正章 (所属) 京都大学 

__(氏名) 滑川 徹  (所属) 慶應義塾大学 

__(氏名) 中澤親志 (所属) 富士電機 

__(氏名) 丸山英人 (所属) 富士電機 

__(氏名) 南 裕樹  (所属) 舞鶴工業高等専門学校 

__(氏名) 向井正和 (所属) 九州大学 

__(氏名) 劉 康志  (所属) 千葉大学 

__(氏名) 渡邊 亮  (所属) 早稲田大学 

 

連絡担当者： 

__(氏名) 平田研二 (所属) 長岡技術科学大学 

__(連絡先) hirata@nagaokaut.ac.jp 

__(住所) 940 2188 長岡市 上富岡町 1603-1 

__(電話) 0258 47 9767 

 

部会および研究会設置(継続)の目的(400 字程度)： 

グリーンイノベーションを実現するスマートな社会基盤システムの構築が求められている. ここ

では, 例えば電力需要•供給ネットワークに代表されるような, 大規模な社会基盤システムに対し

て, 社会システムの制度設計を含めた統合的運用システムの開発を可能とする理論, 技術の展

開が必要とされている. 

電力分野では, 近年, 再生可能エネルギーや蓄電池の活用による, クリーンな分散型エネル

ギー需要•供給システムの実現が求められている. このような新たな形態の電力需要•供給ネット

ワークを, 中央集中型の情報処理により運用することは, 対象が大規模であるがゆえに困難であ

る. 個々の要素が自律的にどう振る舞うかの意思決定を自らおこないながらも, ネットワーク全体

の安定な稼働を保証することができる, 統合的運用システムが必要とされるであろう.  

また計算機ネットワークをはじめ, 電力需要•供給ネットワーク, 上水道管理ネットワークなどは, 

近年高度に情報通信化されている. これら情報通信化された大規模なシステムには, 情報技術を

用いた悪意ある者からの攻撃にさらされる可能性が指摘されている. 重要な社会基盤であるこれ

ら大規模なシステムを, 悪意ある攻撃から保護するためには, 個々の要素の自律的な情報処理

により, 攻撃の有無を判断できる意思決定の仕組みが重要となるであろう. 

さらにこのような社会基盤システムの運用を司るシステムには, 突然の自然災害を原因とする

万一の故障発生の際にも, その分散構造を活かすことにより, 社会基盤システム全体の機能を

保全する頑健さを備えていることが求められるであろう. 

本調査研究会では, 電力需要•供給ネットワークや上水道管理ネットワークといった, 社会基盤

と呼べるような大規模な分散型システムへの適用を念頭に, スマートな社会基盤システムの構築



と運用を司る統合的運用システムの実現に必要となる, 分散意思決定に関連した問題へのシス

テム制御工学の理論と応用からの接近に関する調査研究をおこなう. 

 

部会および研究会の担当分野(400 字程度，具体的に)： 

 ネットワーク化制御やマルチエージェントシステムの制御に関わる制御理論研究者と各産業界

で制御技術の研究開発に従事されている方, またその中間的な位置づけとして, 大学で制御技

術応用に携わる方々にお集まり頂き, この３つの分野の連携により, 以下のように調査研究活動

を推進する． 

１．社会基盤システム統合運用のためのシステム制御理論に関する調査研究 

 分散制御，協調制御，ネットワーク制御, 大規模システムのモデリング，ゲーム／チーム理論，

メカニズムデザイン, 予測制御，最適制御理論，推定理論 

 

２．社会基盤システムの安定性確保、発展のための制御技術に関する調査研究 

 スマートグリッド，電力需要予測，系統安定化問題，日射量予測技術, 大規模組電池のモデリン

グと制御, 燃料電池のモデリングと制御, 上下水道管理ネットワーク, ネットワークとセキュリティ, 

計算機ネットワークの保全, 電気自動車のモデリングと制御, 空調のモデリングと省エネルギー

化 

 

３．社会基盤計測制御技術に関する調査研究 

 センサーネットワーク，センサスケジューリング，ネットワークセンシング，リモートセンシング, ス

マートコミュニティ 

 

設置(継続)の期間 

(部会の設置期間は３年以内，設置の時期は１月または７月を原則とする)： 

2012 年 1 月～2013 年 12 月，2 年 0 ケ月 

 

所属を希望する部門 

(順位を付して３つまで記入)： 1. 制御部門 2. システム・情報部門 3. 産業応用部門 

 

活動計画(事業の名称，回数など)： 運営委員会と研究会を年 3 回 

制御技術部会および他の調査研究会との連携も念頭に置く 

 

部会および研究会運営責任者予定者(氏名，所属)： 

____主 査： 平田研二，長岡技術科学大学 

____幹 事： 小島千昭, 東京大学 

____副幹事： 佐々木智丈, 富士通研究所 



 

会員登録制の採用の有無： 無 

 

予算計画： 

予算計画：初年度 200,000 円 次年度 100,000 円 


